
様式第２２号（第５４条関係） 

（第１面） 

消防用設備等設置計画書 

（宛先）乙訓消防組合消防長    令和５年  ９月  １０日 

届出者の住所（法人にあっては、主たる事業所の所
在地） 

 長岡京市○○三丁目２番１号 

届出者の氏名（法人にあっては、名称及び代表者
名） 

○○株式会社 代表取締役 

○○ ○○      

        電話 ✕✕✕―✕✕✕✕ 

 

消防法、乙訓消防組合火災予防条例又は警防課指導に基づいて、次の防火対象物に以下のとおり
消防用設備等（特殊消防用設備等）を設置します。 

防

火

対

象

物 

所 在 地 長 岡 京 市 ○ ○ 三 丁 目 ４ 番 ５ 号  

名 称 乙 訓 マ ン シ ョ ン  

用 途 共 同 住 宅  

規 模 地上  ５階  地下   階   延べ面積   １，８００平方メートル 

構 造 ☑鉄筋コンクリート造 □鉄骨造 □木造 □その他（            ） 

主要構造部 
☑耐火構造 □準耐火構造（準耐火構造と同等の準耐火性能を有する構造）   

□その他 

令８区画 □有*１   ☑無   *１ 区画（防火対象物）ごとに本計画書を作成してください。 

無 窓 階 □全ての階 □一部の階*２ ☑無*３ 
*２ 無窓階以外の階の有無窓判定書を添付してください。 
*３ 全ての階の有無窓判定書を添付してください。 

消

防

用

設

備

等

又

は

特

殊

消

防

用

設

備

等 

設  置 

☑消火器（          ）□屋内消火栓設備（          ） 

□スプリンクラー設備（     ）□水噴霧消火設備等（        ） 

☑自動火災報知設備（                         ） 

□消防機関へ通報する火災報知設備（□自火報連動             ） 

□非常警報設備（□放送設備                       ） 

☑避難器具（☑警防指導仕様 70 角上下階操作型ハッチ           ） 

□誘導灯（       ）□連結送水管（□警防指導仕様        ） 

□火炎伝送防止自動消火装置（                      ） 

□その他（                               ） 

□消防法施行令第２９条の４に係る申請（予定を含む。） 

（                                  ） 

緩和又は 
免除 

☑屋内消火栓設備 

☑消防法施行令第１１条第２項 

□スプリンクラー設備 

□消防法施行規則第１２条の２ 
□消防法施行規則第１３条 

□避難器具（消防法施行規則第２６条） 

□消防機関へ通報する火災報知設備 

□消防法施行令第２３条第１項ただし書 

□消防法施行令第２３条第３項 
□消防法施行令第３２条に係る申請（予定を含む。） 

□その他（                              ） 

※令別表用途 （   ）項  （    ．    ．    ．    ．    ） 

※ 備 考  

注１ 本計画書は、消防法第７条の規定に定める消防長等の同意を与えるに当たり、消防法第１７条各項の規定に適合
することの確認に必要な図書です。記入要領を参照し、適正に記入してください。 

２ 該当する□に、レ印を記入してください。 
３ ※印の欄は、記入しないでください。 
 

記 入 要 領  建物の建築主が届出の

主体となります。 

敷地に複数

の棟がある

場合は棟ご

とに設置計

画書を作成

してくださ

い。 

消防法施

行令第 8

条に規定

する区画

がある場

合は、そ

の区画ご

とに設置

計画書を

作成して

くださ

い。 

第 2 面

の普通

階・無

窓階算

定書を

用いた

計算結

果を添

付して

くださ

い。 

設置する

消防用設

備等にレ

点を記載

してくだ

さい。 

警防課指導が

ある場合はレ

点を入れてく

ださい。 

消防用設備等の設置につ

いて、緩和や免除を受け

る場合は該当欄にレ点を

入れてください。 



 
（第２面） 

 

 普通階・無窓階算定書 №１ 

対象物名称 乙訓マンション（１階） 算定者氏名 □□ □□ 

床 面 積 ( A ) 基準開口面積（A/３０） 有効開口部面積合計 算定結果 ※消防機関判定 

３６０㎡ １２㎡ １８．３３㎡ ○普・無 普・無 

開口部位置 建具記号 開口部種別 床からの高さ(ｍ) 幅(ｍ)×高さ(ｍ)×所在数 開口部面積小計(ｍ) 備 考 

南 AWH

₋1 

掃き出

し窓 

0.08 1.71×1.88×4 12.8592  

南 AWH

-2 

引き違

い窓 

1.2 1.71×0.8×4 5.472  

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

 

各階ごとに算定書を作

成してください。 

算定した方の記名・押印をしてください。 

該当す

る階の

床面積

を記載

してく

ださい 

階の床面積の 30 分の 1 が

基準開口面積となります。 

有効開口部の面

積の合計が左記

の数値を上回っ

ていれば、普通

階となります。 

平面図や立面図において、整合が取

れるよう、位置や記号を記入してく

ださい。 


